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資料４

平成25年度 第２回自然再生専門家会議資料

自然再生基本方針の見直しに関する論点整理（案）

ポイント１～３は、前回の見直しで対応したもの

ポイント１ 地域の自然再生の取組の効果的な推進

・自然再生の目標設定、実行、検証を通じた科学的な過程の重要性を強調

・自然再生を地域社会の活性化につなげ、持続性を確保することの重要性を強調

⇒ポイント４（１）で対応・協議会の設立や運営に対する支援を強化

ポイント１の「協議会の設立や運営に対する支援の強化」に関しては、取組の更なる強化

が必要であるため、ポイント４（１）で対応。

ポイント２ 生態系の保全・劣化要因の除去の視点と、全国的・国際的視点の強化

・残された自然の保全の重要性と、生態系の劣化要因の除去の重要性を強調

・国土のグランドデザイン、生態系ネットワークを踏まえた全国的、広域的な視点からの取組を

⇒ポイント４（２）で対応強化

・地球温暖化による影響も考慮した自然再生の取組の推進

ポイント２の「国土のグランドデザイン、生態系ネットワークを踏まえた全国的、広域的

」 、 、 （ ）な視点からの取組を強化 に関しては 取組の更なる強化が必要であるため ポイント４ ２

で対応。

ポイント３ 自然環境学習・研究の一層の推進

・自然再生事業の実施と連携した技術の研究開発の推進

・自然再生事業を実施している地域の自然再生学習への積極的な活用の促進

⇒・自然環境学習の取組の更なる強化への対応が必要

【追加事項】

○自然環境学習の取組の更なる強化の対応

・環境学習の継続的な実施の重要性

・将来の担い手となる子どもの参加促進の重要性

・高等教育における環境学習の場としての自然再生事業地の活用の重要性

・環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する

基本的な方針の反映

・防災・減災の観点を取り入れた環境学習の重要性

・持続可能な開発のための教育（ESD）の観点を取り入れた環境学習の重要性
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ポイント４以降は新たな追加

ポイント４ 自然再生が進んできた結果新たに生じた課題への対応

（１）自然再生の本格的実施（計画・調査段階から工事実施及び工事完了への段階）

（技術的課題）

①自然再生の工事実施、工事完了、維持管理の課題に対する解決策の取組推進

、地・工事実施中の順応的取組の事例不足への対応 事例集約・情報発信の重要性（

域住民等が有する自然環境情報を基にしたモニタリングの重要性）

・工事完了後の維持管理手法に関する対応

・自然再生の取組における評価の推進（有識者等による評価の重要性）

(組織的課題)

②自然再生の継続性の課題に対する解決策の取組推進

・自然再生の継続のための人材確保等への対応

（２)自然再生の部分的な実施から広域的取組への展開

①自然再生協議会の広域的取組の推進

・自然再生協議会が広域的に展開できる取組への対応

②小さな自然再生の取組の推進

・地域住民等により実施される小さな自然再生の取組の推進

③民間団体による自然再生の取組の推進

・NPO等民間団体が主導となって行う自然再生の取組の推進

（３）「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」及び「特定外来生物に

よる生態系等に係る被害の防止に関する法律」の改正に応じた自然再生の取組

・希少野生動植物種等の指定に応じた生息地の再生の推進

・自然再生地域における生息域外保全の重要性を強調

・自然再生地域における外来種対策の重要性を強調
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ポイント５ 東日本大震災との関係

・東日本大震災を踏まえた自然との共生の反映

・グリーン復興プロジェクトの反映

・自然生態系の有する防災・減災機能の活用

・東日本大震災からの復興に関する地域の知恵の活用

ポイント６ 生物多様性国家戦略2012-2020の促進

・生物多様性国家戦略2012-2020の反映

・生態系サービスで繋がる「自然共生圏」の認識の重要性を強調

・生態系ネットワークの図化を踏まえた自然再生の推進

ポイント７ 各省の施策の反映

・環境省

自然資源を生かした観光の促進

生態系維持回復事業との連携

・国交省

国土交通省の取組

ポイント８ 自然再生の果たす役割（繋げていく感性）

・情緒豊かな心を育む自然環境の重要性を強調

・伝統的手法の保存・継承の重要性を強調

･自然環境が織りなす「美しい」景観の形成の重要性を強調

･自然再生の取組や手法を生かした地域コミュニティー再生の重要性を強調

※青字は、自然再生の関係者からの意見・アドバイスに基づいて追加した内容を示す。


